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仁
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東
洋
文
庫
蔵

｢

六
家
文
選｣

二
部
に
つ
い
て

千

葉

仁

美

一
、
は
じ
め
に

東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
の
う
ち
、｢

六
家
文
選｣

は
二
部
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
部
は
、『

漢
籍
分
類
目
録
集
部

東
洋
文
庫
之
部』

(

昭
和
四
十
二
年)

に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

[�
３

Ａ

ｄ

55]

六
家
文
選
六
十
巻

二
十
冊

小
田
切
万
寿
之
助
舊
蔵

梁
昭
明
太
子
蕭
統
輯

唐
李
善
呂
延
濟
劉
良
張
銑
李
周
翰
呂
向
注

明
嘉
靖
十
三
年
至
二
十
八
年
呉
郡
袁
氏
嘉
趣
堂
用
宋
蜀
本
景
刊

[�
３

Ａ

ｄ

２]

六
家
文
選
六
十
巻

二
十
冊

梁
昭
明
太
子
蕭
統
輯

唐
李
善
呂
延
濟
劉
良
張
銑
李
周
翰
呂
向
注

明
嘉
靖
十
三
年
至
二
十
八
年
呉
郡
袁
氏
嘉
趣
堂
用
宋
蜀
本
景
刊

目
録
上
、
右
の
二
本
は
全
く
同
じ
本
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
右
の
二
部
は
別
版
の

｢

六
家
文
選｣

で
あ
る
。

一



本
稿
で
は
、
右
の
二
部
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
と
と
も
に
相
違
と
問
題
点
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、｢

六
家
文
選｣

に
つ
い
て

｢

文
選｣

は
、
梁
に
成
立
し
て
以
来
様
々
な
注
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
が
、
唐
・
顕
慶
三
年

(

六
五
八)

の
李
善

注
、
開
元
六
年

(

七
一
八)
の
五
臣
注
、
こ
れ
ら
を
併
せ
た
宋
・
大
中
祥
符
九
年

(

一
〇
一
六)

の
六
臣
注
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
、

出
版
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
版
木
に
上
り
、
そ
の
数
は
清
代
ま
で
に
数
百
を
数
え
る
と
い
う

(

１)

。｢

文
選｣

研
究
の
大
家
・
斯
波
六
郎
氏
は
、

そ
の
著
書

『

文
選
諸
本
の
研
究』

に
於
い
て
、
文
選
諸
本
を
以
下
の
三
種
に
大
別
し
て
い
る
。(

一)

李
善
単
注
本

(

二)

五
臣
李
善
注

本

(

三)

李
善
五
臣
注
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、(

二)

は
五
臣
注
を
前
、
李
善
注
を
後
ろ
に
付
す
形
を
と
る
も
の
で
、
こ
こ
で

い
う
六
家
注
文
選
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
一
方
、
李
善
注
を
前
に
出
し
五
臣
注
を
後
ろ
に
配
置
す
る
の
が

(

三)

で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
六
臣

注
文
選
と
も
言
わ
れ
る
。
斯
波
氏
は
同
著
で
、
六
家
文
選
に
属
す
る
諸
本
と
し
て
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
。

宋
・
明
州
刊
本
、
明
・
袁��
宋
刊
本
、
明
・
丁
覲
重
刊
本
、
宋
・
張
守
校
正
と
題
す
る
本

(

其
の
実
、
明
代
商
估
の
贋
を
售
れ
る

も
の)

、
日
本
慶
長
活
字
本
、
日
本
寛
永
本

こ
の
内
、
明
州
刊
本

(

２)

が
最
も
古
く
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
袁�
刊
本
で
あ
る
。
袁�
刊
本
は
六
家
文
選
の
覆
宋
本
で
あ
る
が
、
そ
の
雕
刻�

善
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
斯
波
氏
も
、｢

決
し
て
他
の
明
刊
本
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。｣

と
評
し
て
お
ら
れ
る
。
丁
覲
重
刊

本
は
袁�
刊
本
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
重
刊
の
折
毎
半
丁
十
一
行
を
十
行
に
減
ず
る
等
体
裁
を
改
め
て
お
り
、
書
面
を
見
れ
ば
直

二



ち
に
こ
れ
が
袁�
刊
本
で
あ
る
か
丁
覲
重
刊
本
で
あ
る
か
が
判
別
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
本
は
混
同
さ
れ
易
く
、
丁
覲
重
刊
本
は
袁

�
刊
本
と
見
誤
ら
れ
る
こ
と
甚
だ
多
い
。
加
之
、
張
守
校
正
本
は
、
斯
波
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、
宋
本
と
偽
造
さ
れ
た
丁
覲
重
刊
本
な
の

で
あ
る

(

３)
。
以
上
の
如
く
、
袁�
刊
本
以
下
の

｢

六
家
文
選｣

を
取
り
巻
く
状
況
は
複
雑
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
刊
印
を
区
別
す
る
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
東
洋
文
庫
蔵

｢

六
家
文
選｣

の
書
誌

さ
て
、
目
録
を
鑑
み
れ
ば
、
東
洋
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
文
選
は

｢

六
家
文
選｣

で
あ
り
、
袁�
刊
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、

所
蔵
の
二
本
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
書
誌
学
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
今
、
論
者
に
よ
る
書
誌
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
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三
十
冊
九
帙

帙
題
簽

｢

六
家
文
選

呉
郡
袁
氏
刊

凡
捌
函
壹｣

表
紙

無
題

二
八
・
七�
×
二
二
・
〇��
郭
内
二
四
・
〇�
×
一
八
・
七�
界
幅
一
・
六�

四
ツ
目
綴

毎
半
丁
十
一
行
十
八
字
双
行
注
毎
行
二
十
六
字

天
地
単
辺
左
右
双
辺

版
心

白
口
無
魚
尾

｢

文
選
一
巻
／
丁
数
／

(

刻
工
名)｣

三



下
象
鼻
刻
工
名

徐
敖
、
淮
、
楊
久
安
等

②

[�
３

Ａ

ｄ

２]

三
十
冊
三
帙

帙
題
簽

｢
影
宋
本
六
家
文
選

嘉
靖
刊
本

上｣

表
紙

書
題
簽

(

打
付
書)

｢

影
宋
本
六
家
文
選｣

二
九
・
五�
×
一
九
・
〇��
郭
内
二
二
・
八�
×
一
六
・
五�
界
幅
一
・
五�

五
ツ
目
康
煕
綴

毎
半
丁
十
行
十
八
字
双
行
注
毎
行
二
十
六
字

四
周
単
辺

版
心

白
口
無
魚
尾

｢

文
選
一
巻
／
丁
数
／

(

刻
工
名)｣

下
象
鼻
刻
工
名

劉
山
、
張
小
四
、�夕
帝
、
丘
、
明
、
楊
玖
安
、
葉
杰
、
葉
松
、
陳
富
等

巻
第
六
十
末
に
小
池
桓
識
語

(

安
永
七
年

(
４))

右
の
書
誌
を
見
れ
ば
、
①
本
と
②
本
と
で
は
、
匡
郭
内
の
大
き
さ
、
毎
半
丁
の
行
数
、�
郭

(

前
頁
太
字
箇
所)

に
相
違
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
は
版
木
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
、
斯
波
氏
の
挙
げ
る
袁�
刊
本
・
丁
覲
重
刊
本
の
両
本
と

較
べ
る
と
、
①
本
は
袁�
刊
本
、
②
本
は
丁
覲
重
刊
本
に
各
々
一
致
す
る

(

５)

。

さ
ら
に
、
両
本
は
序
の
構
成
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
毎
巻
頭
の
題
辞
が
異
な
っ
て
い
る
。

①

[�
３

Ａ

ｄ

55]

四



(
第
一
行)

六
家
文
選
巻
第
某

(
第
二
行)

(

七
字
空
格)

梁
昭
明
太
子
撰

(

第
三
行)

(

八
字
空
格)

唐
五
臣
注

(

第
四
行)

(

同)

祟
賢
館
直
学
士
李
善
注

②

[�
３

Ａ

ｄ

２]

(

第
一
行)

六
家
文
選
巻
第
某

(

第
二
行)

(

三
字
空
格)
梁
昭
明
太
子
撰

(

第
三
行)

(

同)
唐
李
善
呂
延
濟
劉
良
張
銑
李
周
翰
呂
向
註

(

第
四
行)

(

二
字
空
格)

皇
明

(
十
二
字
空
格)

重
刊

各
巻
、
第
三
行
と
第
四
行
が
異
な
る
。
①
本
は
斯
波
氏
の
挙
げ
る
袁�
刊
本
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
②
本
に
つ
い
て
、
斯
波
氏
は
丁
覲

重
刊
本
の
特
徴
を
以
下
の
様
に
指
摘
し
て
い
る
。

毎
巻
第
一
行

｢

六
家
文
選
巻
第
幾｣

、
第
二
行

｢

梁
昭
明
太
子
撰｣

、
第
三
行

｢

唐
李
善
呂
延
濟
劉
良
張
銑
李
周
翰
呂
向
註｣

、
第
四

行

｢

皇
明
龍�
丁
覲
重
刊｣

と
題
す
。

斯
波
氏
の
目
睹
に
か
か
る
丁
覲
重
刊
本
は
神
宮
文
庫
本
で
あ
る
。『

神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題』

(

長
澤
規
矩
也
篇
、
昭
和
四
十
一
年)

に

よ
れ
ば
、
②
本
と
同
じ�
郭
、
行
数
、
字
数
の
特
徴
を
も
つ
同
板
と
確
認
で
き
る
。『

解
題』

に
よ
れ
ば
、
第
四
行

｢

皇
明

(

空
格)

重

五



刊｣

の
文
字
、
神
宮
文
庫
本
は

｢

皇
明
空
格
八
字
重
刊｣

と
あ
る
に
対
し
て
、
②
本
は

｢

龍�
丁
覲｣

の
四
字
無
く
、
た
だ

｢

皇
明

(

空

格
十
二
字)

重
刊｣

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、『

文
選
版
本�頡
英』

(

貴
州
人
民
出
版
、
二
〇
〇
五)

は
、｢

丁
覲
重
刻
六

家
文
選
六
十
巻｣

を
挙
げ
て
、｢

丁
氏
《
善
本
書
室
蔵
書
志
》
誤
作

｢

袁
氏
倣
宋
刊
本｣

者
。
不
知
此
本
乃
就
丁
覲
本
作
偽
、
首
葉
第
四

行�宛
去

｢

龍�
丁
覲｣

四
字
、
非
唯
不
是
袁
本
、
亦
非
丁
覲
原
刊
也
。｣

と
指
摘
し
て
お
り
、
丁
覲
重
刊
本
は
袁�
刊
本
に
誤
ら
れ
易
い

こ
と
、
刪
去
の
あ
る
本
は
ま
た
丁
覲
重
刊
本
の
原
刊
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
磯
部
彰
氏
蔵
本
は

(

６)

、
第
四
行
を

｢

皇
明

(

空

格)

重
刊｣

と
し
て
、
②
本
と
特
徴
を
一
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
に
、
斯
波
氏
の
見
た
神
宮
文
庫
本
は
丁
覲
重
刊
本
の
原
刻
本
で
あ

り
、
②
本
並
び
に
磯
部
氏
蔵
本
は
、
神
宮
文
庫
本
よ
り
遅
れ
る
後
印
本
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
日
本
に
現
存
す
る
丁
覲
重
刊
本

は
五
本
で
あ
る

(

７)

。
東
洋
文
庫
蔵
本
が
諸
本
間
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
、
一
概
に
述
べ
る
事
は
出
来
な
い
が
、｢

龍�
丁
覲｣

字

刪
去
の
問
題
か
ら
、
磯
部
氏
蔵
本
に
近
い
一
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
磯
部
氏
蔵
本
と
の
相
違
点
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

各
巻
末
に
表
記
さ
れ
る
標
識

(

８)

が
一
致
し
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

袁�
刊
本
は
、
各
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
標
識
を
持
っ
て
お
り
、
後
印
に
な
る
に
従
っ
て
標
識
が
刪
去
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
諸

本
間
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。『

明
代
版
本
図
録』

(
民
国
叢
書
第
五
編
百
、
上
海
書
店
、
一
九
九
六)

に
は
、
袁�
刊
本
に
つ

い
て

｢

按
此
爲
袁
刻
最
初
印
本
各
巻
後
牌
記�
全
後
印
本
漸
次�宛
去｣

と
簡
潔
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
①
本
に
つ
い
て
は
後
に
述

べ
る
と
し
て
、
で
は
、
②
本
の
跋
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
磯
部
氏
蔵
本
と
比
較
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

②

[�
３

Ａ

ｄ

２]

標
識

巻
第
三
十

｢

皇
明
嘉
靖
壬
寅
四
月
立
夏
日
／
呉
郡
袁
氏�
唐
草
堂
善
本
彫｣

六



巻
第
四
十

｢

此
蜀
郡
廣
都
縣
裴
氏
善
本
今
重
彫
于
／
汝
郡
袁
氏
之
嘉
趣
堂
嘉
靖
丙
午
喜
日
／

(

一
行
後)

國
朝
改
廣
都
縣
為
雙
流
縣
属
／
成
都
府｣

巻
第
五
十
二

｢

毋
昭
裔
貧
時
常
借
文
選
不
得
發
／
憤
曰
異
日
若
貴
當
板
鏤
之
以
遺
學
／

者
後
至
宰
相
遂
踐
其
言
〈
出
揮
塵
／
録〉｣

巻
第
五
十
六

｢
戊
申
孟
夏
十
三
日
李
清
雕｣

巻
第
六
十

｢

余
家
蔵
書
百
年
見
購
鬻
宋
刻
本
昭
明
／
文
選
有
五
臣
六
臣
李
善
本
巾
箱
白
／
文
小
字
大
字
殆
爲
十
種
家
有
此
本
甚
稱
精

善
／
而
注
釋
本
以
録
家
為
優
因
命
工
翻
雕
匡
／
郭
字
體
未
少
改
易
刻
始
于
嘉
靖
甲
午
歳
／
成
于
巳
酉
計
十
六
載
而
完
用
費
／
浩
繁
梓

人
艱
集
令
模
榻
伝
播
海
間
／
覧
茲
冊
者
毋
徒
曰
開
巷
快
然
也
／
皇
明
嘉
靖
巳
酉
春
書
具
厚
十
六
日
呉
郡
汝
南
／
袁
生�
題
于
嘉
趣
堂｣

〈

〉
内
は
割
注

右
に
挙
げ
た
標
識
の
う
ち
、
磯
部
氏
の
報
告
で
は
、
巻
第
三
十
と
巻
第
四
十
の
標
識
に
つ
い
て
言
及
な
く
、
氏
の
蔵
本
に
こ
の
標
識
が
付

さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
単
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
だ
け
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
丁
覲
重
刊
本
の
標
識
も
諸
本
の
摺
刷
前
後
を
判

断
す
る
基
準
と
し
て
、｢

龍�
丁
覲｣

字
の
有
無
と
と
も
に
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
①
本
に
お
け
る
各
巻
標
識
の
有
無
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
①
本
の
各
巻
末
に
お
け
る
標
識

は
、
末
葉
が
切
除
さ
れ
て
い
る
巻
が
多
い
。
末
葉
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
は
別
の
紙
が
継
が
れ
て
お
り
、
も
と
の
標
識
が
失
わ
れ

た
状
態
で
あ
る
。
だ
が
、
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、
原
紙
の
残
る
巻
が
存
す
る
。
も
と
の
紙
を
有
し
て
い
る
巻
の
跋
の
有
無
を
、
袁�
刊

本
の
原
刻
本
と
さ
れ
る
国
立
公
文
書
館
蔵
本

(

９)

に
よ
っ
て
比
較
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

七



①
[�

３

Ａ

ｄ

55]

標
識

巻
第
十
六
―
巻
第
十
八
、
巻
第
三
十
六

無

巻
第
四
十
一

(

巻
末

｢

六
家
文
選
巻
第
四
十
一｣

下)
(

四
字
格)

｢

蔵
亭｣

補
筆
有

(�)
巻
第
四
十
二

無

巻
第
四
十
四

無

巻
第
四
十
五

無

巻
第
五
十
二

(

同
丁
覲
刊
本)

巻
第
六
十

｢

呉
郡
袁
氏
善
本
新
雕｣

[

公
文
書
館
本]

標
識

巻
第
一
―
第
十
九
、
巻
第
二
十
一
―
二
十
九
、
巻
第
三
十
一
、
巻
第
三
十
六
、
巻
第
五
十
三
、
巻
第
五
十
七

無

巻
第
四
十
一

(｢

六
家
文
選
巻
第
四
十
一｣
下)

(

四
字
格)

｢

蔵
亭｣

／

｢

付��
板
十
四
片
陸
板
五
片｣

／

｢

嘉
靖
丁
未
三
月
呉

趨
陸
潮
雕
羅
模｣

巻
第
四
十
二

｢

嘉
靖
丁
未
春
二
月
羅
模｣

巻
第
四
十
四

｢

丁
未
六
月
初
八
月
李
宗
信
雕｣

巻
第
四
十
五

｢

丁
未
歳
六
月
望

羅
模｣

巻
第
五
十
二

(

同
丁
覲
刊
本)

八



巻
第
六
十

｢

呉
郡
袁
氏
善
本
新
雕｣

袁
氏
跋
文

(

同
丁
覲
刊
本)

①
本
で
は
、
巻
第
六
十
に
付
さ
れ
る
袁
氏
跋
文
が
な
い
。
右
に
挙
げ
た
丁
覲
重
刊
本
は
全
て
こ
の
袁
氏
跋
文
を
持
つ
も
の
の
、
②
本
は

こ
の
跋
が
な
い
の
で
、
恐
ら
く
、
旧
蔵
者
が
何
某
か
の
意
思
を
以
て
改
変
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
僅
か
に
遺
さ
れ
た
痕
跡
と
し
て
、

原
刻
本
に
跋
文
が
あ
り
、
①
本
は
原
紙
で
無
跋
の
箇
所
は
、
巻
第
四
十
一
―
巻
第
四
十
五
に
集
中
し
て
い
る
。
特
に
、
巻
第
四
十
四
に
見

え
る

｢

李
宗
信｣

は
下
象
鼻
に
見
え
る
刻
工
名
と
一
致
し
、
こ
れ
ら
の
標
識
が
刻
工
に
よ
る
模
刻
の
年
月
を
記
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
巻
第
四
十
一
の
標
識
は
、
①
本
、
巻
末
標
題
下
の

｢

蔵
亭｣

二
文
字
を
残
し
、
そ
の
後
二
行
は
原
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
。
公
文

書
館
本
は

｢

付��
板
十
四
片
陸
板
五
片｣
／

｢
嘉
靖
丁
未
三
月
呉
趨
陸
潮
刻
羅
模｣

の
二
行
を
有
し
て
お
り
、
①
本
の
原
紙
が
こ
の
二
行

を
有
し
て
い
た
か
は
知
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
会
図
書
館
蔵
本
の
同
箇
所
が
復
元
の
一
助
と
な
る
。

国
会
図
書
館
蔵
本
は
袁�
刊
本
で
あ
り
、
そ
の
全
文
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
蔵
本
は
、

①
本
に
同
じ
く
、
巻
第
四
十
一
、
巻
第
四
十
四
、
巻
第
四
十
五
の
標
識
を
有
し
な
い
。
加
之
、
国
会
図
書
館
蔵
本
の
巻
第
四
十
一
末
葉
は
、

原
紙
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
①
本
に
同
じ
く
巻
末
の
標
題
下
の

｢
蔵
亭｣

の
み
を
有
し
、
後
二
行
の
標
識
が
な
い
。
た
だ
し
、
国
会
図

書
館
蔵
本
に
は
、
巻
第
四
十
四
に
、
僅
か
な
が
ら

｢

丁
未
六
月
初
八
月
李
宗
信
雕｣

の
文
字
が
存
し
、
国
会
図
書
館
蔵
本
よ
り
も
後
印
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
本
は
、
袁�
刊
本

(

原
刻
本)

の
後
印
本
で
あ
り
、
国
会
図
書
館
蔵
本
よ
り
後
の
摺
刷
に
か
か
る

一
本
と
言
え
よ
う
。
①
本
は
、
各
巻
末
の
標
識
の
大
部
分
が
切
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
袁�
刊
本
諸
本
と
の
前
後
関
係
が

九



掴
み
に
く
い
。
右
は
管
見
に
入
っ
た
諸
本
の
間
で
の
考
察
で
あ
る
が
、
現
存
諸
本
の
間
で
更
に
詳
細
に
調
査
す
れ
ば
、
袁�
刊
本
の
摺
刷

の
前
後
を
知
る
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。

四
、
お
わ
り
に

阿
部
隆
一
氏
は
、
丁
覲
重
刊
本
に
つ
き
以
下
の
通
り
述
べ
る

(�)

。

本
版
は�
善
な
る
覆
宋
本
と
し
て
有
名
な
袁
氏
嘉
趣
堂
本
の
覆
刻
で
、(

中
略)

恐
ら
く
萬
暦
頃
の
翻
刊
と
思
わ
れ
、
撫
刻
甚
だ
劣

る
。
し
か
し
往
々
袁
氏
原
刻
本
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

前
述
の
通
り
、
中
国
に
お
け
る
書
誌
学
に
於
い
て
も
、
袁�
刊
本
・
丁
覲
重
刊
本
両
種
の
混
同
は
珍
し
く
な
く
、
こ
の

｢

六
家
文
選｣

版

本
二
種
を
取
り
扱
う
に
は
充
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
但
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
の
違
い
は
、
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
も

の
で
も
あ
る
。
今
回
、
両
本
の
書
誌
を
検
討
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
両
者
の
相
異
を
簡
略
な
が
ら
概
観
し

た
。
袁�
刊
本
・
丁
覲
重
刊
本
両
種
を
ひ
と
と
こ
ろ
に
所
蔵
す
る
機
関
は
、
関
東
で
は
東
洋
文
庫
の
み
で
あ
る
。
実
際
に
両
種
を
相
較
べ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

《

参
考
文
献
》

斯
波
六
郎

『

文
選
諸
本
の
研
究』

斯
波
博
士
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九
五
七

一
〇



神
鷹
徳
治

｢

六
家
文
選
丁
覲
重
刊
本
に
つ
い
て｣

『

中
国
文
化
論
争』

一
、
帝
塚
山
学
院
大
学
中
国
文
化
研
究
会

一
九
九
二
・
三

磯
辺
彰

｢[

附
録
Ⅲ]

袁�
倣
宋
刊
六
家
文
選
系
の
版
本
一
種｣

『

東
ア
ジ
ア
典
籍
文
化
研
究』

塙
書
房
、
二
〇
一
三

辻
直
四
郎
篇

『

漢
籍
分
類
目
録
集
部

東
洋
文
庫
之
部』

一
九
六
七

広
島
大
学
附
属
図
書
館

『

広
島
大
学
斯
波
文
庫
漢
籍
目
録』

一
九
九
九

長
澤
規
矩
也
篇

『

神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題』

一
九
六
六

無
窮
会
篇

『

天
淵
文
庫
蔵
書
目
録』

汲
古
書
院
、
一
九
六
四

潘
承
弼
篇

『

明
代
版
本
図
録』

(
民
国
叢
書
第
五
編
百)

上
海
書
店
、
一
九
九
六

范
志
新
篇

『

文
選
版
本�頡
英』

貴
州
人
民
出
版
、
二
〇
〇
五

阿
部
隆
一

『

増
訂
中
国
訪
書
志』

汲
古
書
院
、
一
九
八
三

注

(

１)

斯
波
氏

『

文
選
諸
本
の
研
究』

に
、｢(

略)

爾
後
宋
に
至
つ
て
の
刊
行
漸
く
多
く
、
元
・
明
を
経
て�
に
訖
る
ま
で
に
出
た
板
本
の
種
類
は
、

無
慮
數
十
百
に
上
ら
う
。｣

と
あ
る
。

(

２)

た
だ
し
、
明
州
刊
本
は
袁�
刊
本
の
祖
と
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
紹
介
す
る
に
留
め
る
。

(

３)

斯
波
氏
家
蔵
本
。
丁
覲
重
刊
本
の
毎
巻
第
四
行

｢

皇
明
龍�
丁
覲
重
刊｣

を
、｢

皇
宋
紹
興
二
年
子
固
張
守
校
正
重
刊｣

に
偽
造
す
る
も
の
。

『

広
島
大
学
斯
波
文
庫
漢
籍
目
録』

に
書
影
が
あ
る
。

(

４)

小
池
桓

(

崑
岡
、
子
珪)

、
伝
不
詳
だ
が
、
和
刻
本
の

『

明
氏
朝
鮮
傳』

(

宝
暦
十
一
年
、
木
村
理
兵
衛
等)

點
、『

中
国
正
統
図
春
秋
地
図』

一
一



(

刊
年
不
明
、
永
田
調
兵
衛
等)

校
に
名
が
見
え
る
。
前
者
は
、
長
澤
規
矩
也
篇

『

和
刻
本
正
史

諸
史
抄』

(

汲
古
書
院
、
一
九
七
三)

に
影

印
さ
れ
て
い
る
。

(

５)
刻
工
名
に
つ
い
て
、
斯
波
氏
の
指
摘
や
諸
本
の
袁�
刊
本
・
丁
覲
重
刊
本
の
各
々
に
合
致
し
た
が
、
袁�
刊
本
の
刻
工
名
は
、
後
述
す
る
公
文

書
館
本
よ
り
も
少
な
い
。
②
本
が
袁�
刊
本
の
後
印
本
と
言
え
る
論
拠
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
右
の
指
摘
に
留
め
る
。

(

６)
｢[

附
録
Ⅲ]
袁�
倣
宋
刊
大
家
文
選
系
の
版
本
一
種｣

(『

東
ア
ジ
ア
典
籍
文
化
研
究』

塙
書
房
、
二
〇
一
三)

に
紹
介
さ
れ
る
。

(

７)

東
洋
文
庫
本

(
②
本)

、
斯
波
文
庫
本

(

張
守
校
正
本
。
注
３
参
照)

、
神
宮
文
庫
本
、
高
知
大
学
本
、
天
淵
文
庫
本
。
こ
の
う
ち
、
神
宮
文
庫

本
は
袁�
刊
本
を
と
も
に
蔵
し
、『

神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題』

に
詳
し
い
書
誌
が
あ
る
。
高
地
大
学
本
は

『

小
島
文
庫
目
録』

に

｢

明
丁
覲
重

刊
本｣

と
あ
る
。
天
淵
文
庫
本
は
、『

天
淵
文
庫
蔵
書
目
録』

に

｢

明
嘉
靖
壬
寅
呉
郡
袁
氏｣

と
あ
る
が
、
神
鷹
徳
治
氏
に
よ
れ
ば
、｢

龍�
丁

覲｣

刪
去
が
あ
り
、
丁
覲
重
刊
本
で
あ
る
と
い
う
。(｢

六
家
文
選
丁
覲
刊
本
に
つ
い
て
―

『

文
選
諸
本
の
研
究』

補
正

(

二)

―｣
『

中
国
文
化

論
争』

一
、
帝
塚
山
学
院
大
学
中
国
文
化
研
究
会
、
一
九
九
二
・
三

(

８)

諸
家
に
よ
り

｢

刊
記｣

｢

後
牌
記｣

等
異
な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
斯
波
氏
に
従
う
。

(

９)

斯
波
氏
は
、
袁�
刊
本
と
し
て
静
嘉
堂
文
庫
本
を
挙
げ
、『

天
祿
琳
琅
書
目』

に
あ
る
原
刻
本
と
同
板
と
し
た
上
で
、
更
に
公
文
書
館
蔵
本
・
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
を
同
じ
く
原
刻
本
と
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
論
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
斯
波
氏
の
挙
げ
る

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
標
識
よ
り
多
く
の
標
識
を
持
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
公
文
書
館
本
が
原
刻
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
磯
部
氏
、
神
鷹
氏

も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

(

10)
｢

蔵
亭｣

二
字
、
版
木
で
捺
さ
れ
た
文
字
の
上
か
ら
、
墨
筆
で
僅
か
に
體
を
整
え
ら
れ
た
痕
跡
が
見
え
る
。

(

11)

阿
部
隆
一

『

増
訂
中
国
訪
書
志』

汲
古
書
院
、
一
九
八
三

(

明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
後
期
課
程)

一
二


